
　

我
が
国
で
は
、
循
環
型
社
会
形
成
推
進
に
関
す

る
各
種
制
度
の
も
と
、
行
政
・
経
済
界
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
国
民
等
の
主
体
的
協
力
を
得
て
、
適
正
処

理
・
3
Ｒ
推
進
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
一

方
、
国
際
的
に
は
昨
今
、
持
続
可
能
な
形
で
資
源

を
利
用
す
る
「
循
環
経
済（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ

コ
ノ
ミ
ー
）」
へ
の
移
行
が
、
取
り
組
む
べ
き
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
従
来
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム

の
変
革
が
迫
ら
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
企
業
が
自
社

の
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
と
し
て
消
費
者
等
を
巻
き
込
み

な
が
ら
、
資
源
循
環
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

る
こ
と
は
、
新
た
な
競
争
力
獲
得
に
向
け
た
意
義

の
あ
る
挑
戦
で
あ
る
。

循
環
経
済

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
創
設

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
幅
広
い
関
係
者
に

お
け
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
さ
ら
な

　

経
団
連
は
、
リ
オ
で
地
球
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
た
1
9
9
2
年
、「
経
団
連
地
球
環
境
憲
章
」
の

考
え
を
自
然
保
護
分
野
で
実
践
す
る
組
織
と
し
て
、

経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
と
経
団
連
自
然
保
護
基

金
を
設
立
し
、
約
30
年
に
わ
た
り
自
然
保
護
・
生

物
多
様
性
保
全
に
係
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
主
な
活
動
の
柱
は
、
⑴
基
金
を
通
じ
た
内

外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
実
施
す
る
自
然
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
す
る
支
援
、
⑵
経
済
界
へ
の
啓
発
活
動
、

⑶
政
策
を
含
む
企
業
が
自
然
保
護
活
動
に
取
り
組

み
や
す
い
環
境
の
整
備
で
あ
る
。

　

基
金
を
通
じ
た
自
然
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
過
去
28
年
の
累
計
で
ア
ジ
ア
を

中
心
に
1
5
7
2
件
、
約
44
億
円
に
上
る
。
支
援

を
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

海
外
と
国
内
に
視
察
団
を
派
遣
し
進
捗
を
見
守
る

と
と
も
に
、
報
告
会
も
実
施
し
て
き
た
。
報
告
会

は
、
2
0
2
0
年
度
来
、
2
カ
月
に
1
回
の
ペ
ー

ス
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
て
い
る
。

好
事
例
の
共
有
と
内
外
へ
の
発
信

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」〔Japan Partnership for 

Circular Econom
y

／
略
称
：
Ｊ
4
Ｃ
Ｅ（
ジ

ェ
イ
フ
ォ
ー
ス
）〕を
創
設
し
た
。
経
団
連
会
員
企

業
を
中
心
に
参
加
を
募
り
、
同
年
11
月
現
在
、
1

1
7
社
・
14
団
体
が
加
盟
し
て
い
る
。

　
Ｊ
4
Ｃ
Ｅ
は
、
具
体
的
な
活
動
の
柱
と
し
て
、

「
1
．
日
本
の
先
進
的
な
循
環
経
済
に
関
す
る
取

り
組
み
事
例
の
収
集
と
国
内
外
へ
の
発
信
・
共

有
」「
2
．
循
環
経
済
に
関
す
る
情
報
共
有
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
」「
3
．
循
環
経
済
促
進
に
向

け
た
対
話
の
場
の
設
定
」
の
3
つ
を
掲
げ
、
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

日
本
企
業
の
取
り
組
み
事
例
を

世
界
に
発
信

2
0
2
1
年
9
月
に
は
、
第
1
弾
の
成
果
と
し

て
Ｊ
4
Ｃ
Ｅ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
参
加
企

業
・
団
体
に
よ
る
1
3
1
件
の
取
り
組
み
事
例
を

掲
載
す
る
と
と
も
に
「
注
目
事
例
集
」
を
発
刊
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
同
年
7
月
の
Ｇ
20
環
境

大
臣
会
合
に
て
合
意
さ
れ
た
「
各
国
に
お
け
る
サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
取
り
組
み
事
例

を
情
報
共
有
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
策
定
」
に

世
界
に
先
駆
け
て
応
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、

2
0
2
1
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ

Ｐ
26
の
会
場
内
で
は
、
環
境
省
が
来
場
者
に
対
し
、

Ｊ
4
Ｃ
Ｅ
が
取
り
ま
と
め
た
「
注
目
事
例
集
」
の

英
語
版
を
配
付
し
て
い
る
。

多
様
性
に
配
慮
し
た
経
営
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
6
月
に
は
、
こ
の
宣
言
を
活
用
し
、

「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
を

公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
宣
言
に
賛
同
す
る
企
業
・

団
体
の
社
名
・
ロ
ゴ
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
具

体
的
な
取
り
組
み
事
例
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
我
が
国
企
業
・
団
体
の
好
事
例
の
共
有
を
図

る
と
と
も
に
、
日
本
経
済
界
の
取
り
組
み
を
内
外

に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
2
0
2

1
年
8
月
に
は
、
機
動
的
な
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
、

国
際
会
議
等
へ
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
発
信
を
可
能
と

す
る
観
点
か
ら
、
新
た
に
ウ
ェ
ブ
版
を
開
設
し
た
。

現
在
、
2
5
0
以
上
の
企
業
・
団
体
の
社
名
・
ロ

ゴ
お
よ
び
約
1
3
0
の
取
り
組
み
事
例
を
掲
載
し

て
い
る
。

　

好
事
例
の
共
有
と
内
外
へ
の
発
信
に
関
し
て
は
、

同
年
10
月
の
生
物
多
様
性
条
約（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）Ｃ
Ｏ
Ｐ

15
第
1
部
に
合
わ
せ
、
環
境
省
と
連
携
し
「
生
物

多
様
性
ビ
ジ
ネ
ス
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、

日
本
企
業
が
技
術
等
で
生
物
多
様
性
保
全
に
貢
献

し
て
い
る
事
例
を
集
め
た
動
画
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
制
作
し
た
。
官
民
連
携
で
生
物
多
様
性
分
野
で

の
日
本
の
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

国
際
動
向
へ
の
対
応

　

政
策
を
含
む
企
業
が
自
然
保
護
活
動
に
取
り
組

み
や
す
い
環
境
の
整
備
に
関
し
て
は
、
現
在
、
本

年
5
月
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
第
2
部
で
の
採
択
が
目
指
さ

れ
て
い
る
「
ポ
ス
ト
2
0
2
0
生
物
多
様
性
枠

官
民
対
話
の
開
始

　

官
民
対
話
に
関
し
て
は
、
2
0
2
1
年
11
月
、

我
が
国
に
お
け
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ

の
移
行
促
進
に
向
け
た
課
題
の
整
理
を
行
う
こ
と

を
目
指
し
、
第
1
回
を
開
催
し
た
。
本
稿
掲
載
誌

の
発
行
時
点
で
は
、
多
様
な
業
種
に
携
わ
る
動
静

脈
産
業
が
参
画
し
、
チ
ャ
タ
ム
ハ
ウ
ス
ル
ー
ル
の
も

と
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
移
行
に
は
、

他
社
・
他
業
種
と
の
連
携
が
重
要
と
な
る
。
業

種
・
業
態
や
企
業
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
や
優
先

課
題
が
異
な
る
中
で
、
年
度
内
に
は
何
ら
か
の
成

果
を
ま
と
め
る
べ
く
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
移
行
は
、

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
の
確
立
を
目
指
す

う
え
で
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。

日
本
に
と
っ
て
多
く
の
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
強
み
も
あ
り
、
世
界
の
グ

リ
ー
ン
成
長
に
貢
献
す
る
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ

る
。
経
団
連
と
し
て
は
官
民
連
携
を
通
じ
て
国
内

の
み
な
ら
ず
地
球
規
模

で
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
実
現
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

【
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
】

組
」
へ
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
自
然
保
護
協
議
会

で
は
、
経
団
連
の
環
境
安
全
委
員
会
と
共
同
で
ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
環
境
省
か
ら

交
渉
の
最
新
動
向
を
聞
く
と
と
も
に
必
要
に
応
じ

て
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
2
0
2
1
年
6
月
に
生
物
多
様
性
に
係

る
企
業
情
報
開
示
を
目
指
し
て
発
足
し
た
Ｔ
Ｎ
Ｆ

Ｄ（
自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
：

T
ask force on N

ature-related Financial 
D
isclosures

）に
つ
い
て
も
、
事
業
活
動
へ
の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
経
団
連
自
然
保
護

協
議
会
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で

構
成
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
画
し
、
最
新
動
向

の
把
握
や
日
本
経
済
界
の
考
え
方
の
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
へ
の
反
映
な
ど
に
も
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。

（
注
）Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
：
2
0
2
0
年
に
発
足
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
を
共
同
購
入
し
途
上
国
な
ど
に
分
配
す
る
国
際
的
な
枠
組
み

　

経
済
界
に
よ
る

生
物
多
様
性
保
全

へ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
内
外
の
関

心
は
今
後
さ
ら
に

高
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
経
団

連
と
経
団
連
自
然

保
護
協
議
会
は
、

引
き
続
き
、
円
滑

な
事
業
環
境
を
確

保
し
な
が
ら
、
精

力
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
。

【
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
本
部
】

る
理
解
醸
成
と
取

り
組
み
の
促
進
や

国
際
社
会
に
お
け

る
プ
レ
ゼ
ン
ス
向

上
を
目
指
す
た
め
、

経
団
連
と
環
境
省
、

経
済
産
業
省
は
、

2
0
2
1
年
3
月
、

「
循
環
経
済
パ
ー

　

経
済
界
へ
の
啓

発
活
動
に
つ
い
て

は
、
2
0
0
9
年

に
経
団
連
と
と
も

に
策
定
し
た
「
経

団
連
生
物
多
様
性

宣
言
」
と
そ
の
行

動
指
針
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

本
宣
言
は
、
生
物

経団連生物多様性宣言イニシアチブ ウェブサイト

二宮審議員会副議長・経団連自然保
護協議会会長

J4CE会合に出席した野田審議員
会副議長・環境安全委員長
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